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対数的な感覚

　対数は乗法計算の簡便法として考え出されまし

た。これを具体化した器具に計算尺とよばれるも

のがありました。計算尺については，かつて中学

校で学びましたが，現在は電卓やコンピュータを

用いるため，高校までに学ぶ数学や理科で積の簡

便化のために対数を応用することはほとんどなく

なりました。では，なぜ対数を学ぶのかという疑

問が浮かびます。その回答としては不満足かもし

れませんが，我々の視覚，聴覚，知覚が対数的で

あるという話をします。

フェヒナーの法則

　聞き慣れない言葉ですが心理学のなかに精神物

理学という分野があります。外的な刺激の大きさ

の違いを，人間がどのような程度に感じるかを扱

う分野です。百年ほど前ですが次のフェヒナーの

法則が発見されました。

感覚の大きさは

刺激強度の大きさの対数に比例する

これを対数で表しておくと次のようになります。

感覚の大きさ = 定数 ×  刺激強度の大きさ

e は数学Ⅲで学ぶ自然対数の底です。刺激（褒め

たり，怒ったり）を与える人の刺激度の大きさに

対する受け取り側の人（褒められたり，怒られた

り）の感じ方の大きさを表します。褒められたり，

怒られたりしたとき，刺激の量が１から 10 に増

えた場合と，10 から 100 に増えた場合が同じと

感ずるということです。おだてられたり賄賂を受

ける人の心の慣れを表現しているようです。

　次は１次関数  と，底が e ではありません

が対数関数  のグラフです。

　この場合，対数関数のグラフは増加はしている

ものの直線  より緩やかです。  の

x が１から２に変化したときと，２から４に変化

したときの y の変化は

  　　　　　　　　　　，

で同じになっています。もう少し数学的に表現す

ると，対数関数の底 a が１より大きいとき，変数

x の値が大きくなるにつれて関数の値 y の変化の

割合（平均変化率）は小さくなっていきます。こ

の感じを極限を使って式で表してみると

つまり，　　　　　　であり，底が１より大きい

対数関数の変化率（微分係数）は x の値が大きく

なると０に限りなく近づきます。人間の感覚 

は過度の刺激  を和らげるように設定されてい

るようです。

音の感じ方

　他に感覚の代表として音の聞こえ方について載

せておきます。物理の範囲になりますが，音響に

はデシベルという単位があり，デシベルでの目盛

りが２倍異なる音は，エネルギーが 10 倍異なり

ます。つまり，実際の音のエネルギーと人間が感

ずる音の大きさには，音のエネルギーが 10 倍に

なるとき人は音の大きさを２倍に感ずるという関

係があります。ここにも，過度の刺激を対数的に

感じるという特徴が観察されています。人間が感

ずる音の大きさを V，音のエネルギーを E とす

ると，この関係は  と表されます。

 のとき  となることを証明して

みてください。


